
 一部  手話言語の普及推進に向けた取組み 
 

                                                     

１ 目的 

   ろう者とろう者以外の者が相互にその人格と個性を尊重し合いながら共生することので

きる地域社会を実現するため、イベントの開催や手話講習会の実施などにより、意思疎通

を行う言語としての手話の普及等に関する事業を実施する。 

 

２ 予算額 ４，９２１万円（うち手話言語普及推進事業費 ２，２７０万円） 
 

３ 事業内容 

事業柱 (1) 手話の普及 
(2)手話に関する教育及び

学習の振興 

(3)手話を使用しやすい環

境の整備 

概 要 

・ろう者や手話への理解
を促進する 

・言語である手話の普及
を推進する 

・手話の学習教材を整備
する 

・手話学習の機会を充実
する 

・日常生活で手話を使用
する機会を充実させる 

 
 

主な 

実施内容 

○イベントの開催 
  （保健福祉局） 

 キャラクターを活用 

        513 万円 

○「かなかなかぞく」を 

活用した手話動画の 

作成（保健福祉局） 

180 万円 

○手話普及推進パンフ 

レット等の作成 
（保健福祉局） 

101 万円  

 

 

 

 ○教育現場での学習

教材の作成、提供 
（教育局） 

 学校配付用教材 

177 万円 

○手話学習用冊子の

作成、配布 
（保健福祉局） 

初歩的な単語を収録し

た冊子（あいさつ等 30

語程度）  

350 万円 

○手話サークルなどの 

情報提供 
（保健福祉局） 

 ホームページ等で紹介 

 

○手話講習会の実施 
（保健福祉局及び他部局） 

 県民や事業者向け 

932 万円 

○イベント等での手話 

通訳者の配置 
（保健福祉局及び他部局） 

763 万円 

○非常時に情報把握が 

できる仕組みづくりの 

検討等 
（保健福祉局及び他部局） 

134 万円 

 

 

予 算 額 855 万円 527 万円 3,538 万円 

うち 

手話言語普

及推進事業

費 
(保健福祉局) 

855 万円 350 万円 1,064 万円 
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